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『人間は樹木の ご と く … … 』 （V）

一 一・twと樹木の 伝説一

佐佐木茂美
＊

　 1895年 12 配 8 日・鮮 学者 ア ・ リ … レ デ 樗 （H ・n ・iC 。・dier）は 。 ラ ． 。 に お け る

マ ル コ ・ボ ー m 研 究 の 工00 周 年を記念す る イ タ リ ァ 学会圭催 の 基調講演 （於 ソ ル ボ ン ヌ ）
燃 『世勘 叙迦 （陳 方見 聞録』） の 万 ・ ・ 「地理学会 」 に よ る パ リ駄 膕 飜 臓 の

現存最古 の ∫鉢 （フ ラ ・ ス 語）（B・N・・f．f・．1116）嬲 （1824年） を ま鋳 ぎ、　 if ・
．

・ 。，研 究
に お け る 他 の

Tr
．つ の 爾 期的 とす る 凵付け を挙げ る

。 最初 の 版本で あ る 二 　＝L 一
ル ン ベ ル ク に お

け る ドイ ツ謙 干哘 の 1477年お よ び ・ ラ ・ 孺 版本 の ・・s
’
・ 1］ で の EI亅刷 の 1556年 と． その 講演

覬年 の 印刷体 で は 次 の 各国語 に よ る文献 目録が 付 さ れ て い る 。 ドd ッ語、 ラ テ ン 語、 d タ リ

ア 謂・ポ ノレ トガ ・レ 詆 ・ ペ イ ・ 語・ フ ラ ン ス 諷 薙 、オ ラ ・ ダ 訟 チ 。・ 語、 。 ． 、．ア 語 、

等。文献 昌録は す べ て ヨ ー
ロ

ッ
パ 各国の も の 、 ti本は まだ記 載さ れ て はい な い

。

　
コ ル デ ・ エ の 講演 訪 90 年 し て 1986 年本格 的な rマ ・… 　 ポ ー

・ 書誨 （M 。。，。．P 。t。
Bibti°g ”aPhy ・　f477−−f983）が 鮮 の 1国 か ら干桁 をみ る 。 最初跏 ］刷本 の 出た 147牌 以 降
を網羅的 に・ と く闢 本・中国潮 鮮 で の 版本 、 訳湖 究 紹介 給 編 の で 、 。 オ、購 記
に 価 い し よ う

2）。

　本 Le書誌」に 照 らす と我 が 国で は i882年 1 月す で に 伴信友 に よ りポ ー
ロ が 2 ペ ージ の 紹

介対象 とな っ て い る3）
。

邦語 主要鰭 は A ・Ricci （轍 ） に よ 腰 宕松男清 木
一

夫両氏 の も の と H ．　Y 。le　et　H．
Cordier（英訳） に よ る 青木富太郎氏 訳 が 挙げ られ 、い ずれ も重訳 。　さ らに ポ

ー
ロ 研究 に

付 さ 縦 岩村忍氏
一゚aM ・・le−P・llb瑛 訳本 に 基ず く も の 、 と研究 の 最伽 。 テ 。 プ は 整 つ

て い る 。

た だ 昨 融 に 至 る まで は仲介 と して まず   躰 、  イ ・ ク ナ ブ ラ に よ る そ の 片躰 力嚇 、
そ の 版 本な い し写本 （つ まり  ） の   ラ テ ン 語訳、  そ の 現 代英翻 、現代仏謝 認

＿＿
  そ

の 邦訳 が あ る わ け で ・本 rマ ル ・ ・脂 ・ 書剞 で 厳 索が 翻 とい うわ け で は な い （弘
タ の み の記載、解説 は 一一

切 な い ）。

しか 圃 題は
・ 礁 活鉢 （イ ・ ク ナ ブ ・ ） の ・献 に フ ラ 以 語 （原語）か ら・）ラ テ 。 語

訳 を初 既 す 粥 しい 数 の 全 一 ・
ッ 槻 模 の 訳 の 特定 の 作業 で 励 、本黼 搬 と し

，
磁

始 め られ た ば か り と言 うべ きで あ ろ う。

加 一
二

・ の ド ミ・＝ ・ 会 士 ・ ラ ・ チ ・ ス ・ … 　 一
・ （F ・ancesc 。　Pi，in。 ） 1、 よ る ， テ

痛 訳 （132°噸 ） は桁轍 の 繭 を鋤 、そ ・）写 本嗽 も約 5・ と も 6畭 とも言 椀 る 。
8
）

411り

i

（
＊　石 諮文化 学 科　　教授　　中 世 フ ラ ン コ．文 学

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明星大学研究紀要 【H 本 文化学部 ・言 語 文 化 学科】第 8 号 2000年

ピ ピ
ー

ノ に も とず く別 の ラ テ ン 語訳 を始 め ヨ
ー

ロ
ッ

パ 諸語 の 14、15、 16世紀 の 訳 は数多 く、

ピ ピ ーノ本 こ そ ポ ー
ロ の テ ク ス トの 普及 に 最 も重要 な貢献 を果たす

5＞
。

　1477年
一

今 日知 られ る刊行 の 最古の 日付 け
一

以 降 1626年 の 間 に こ の ラ テ ン 語版は 47

の 印刷対象 とな る 。 残念 な が ら こ の重要 な 『書誌』 に は明星大 学図書館所蔵 （稀刊本）の ア

ン ト ワ
ーペ ン で の 1483年頃 の 刊行で De　Consuetudinibus　et　conditionibus 　orientalium 　re −

gionum （ラ テ ン 語活字本初版、とな って い る）は 記載か ら漏 れ て い る 6）
。　r書誌』が補遺な

い し補完 さ れ る場合 、
パ リ 国立 図書館tu　B．　N ．仏写本 2810が 我が 国で な さ れ て い る翻刻出

版 （岩波書店 （1997年））、そ れ よ り 3 年前 （1994年 3 月）、明星大学で の ソ ル ボ ン ヌ 大学 の

Ph．メ ナ
ール 教授 （M6nard ） に よる こ の 写本の 挿画 に 関する講演 （

“
L ’lllustration　du 　De −

visement 　du　Monde 　de　Marco 　Polo
”
，『明 星 大 学研 究 紀要』 （所 収）、 第 2号、カ ラ

ー頁

（pp．157
−164） を含む pp．152

−178参照） も収録 され る べ きもの で あ る 7）
。

植林と長寿 、 樹木 と人間 の相互変身

マ ・レ ・ ボ ー・ （127・年 の 著作） の r世界 の 叙述』 （r見聞録』）は モ ン ゴ ・レ

噸 者 フ ビ ラ

イ　・ ・
一ン （世 祖）（1260−1294） の 記述 に まず満 ち、 惜しみ な い 賛辞 を送 り、「後に も、先

に も 」 並 ぶ な き権勢 の 持ち主 と して 示 さ れ て い る8）
。

　か れ が特 に 強調 す る の は ハ ーン の の た だ な らぬ 樹木 へ の 趣 向、そ の 趣向の 強調 は同一
の 方

向に あ る事 で 際立 つ
。 86年後、1356年 に 書か れ た マ ン ドヴ ィ ル の r旅行記』 は 同 じ入 物を

賛美 しつ つ
、 樹木趣向 の 記述 は ト

ーン を 落 とす。

　 マ ル コ に お い て 13 世紀 の ヨ ーロ
ッ

パ で は まだ考え られ な か っ た

  植林趣味 。 通路 に 並木 を植え さ せ そ の支配下 に 往来する もの へ の 便宜 をは か る 9）、

　　　  さ らに 豪壮な 庭園 の 所有 と造園の趣味で あ り銘木 、 巨木 を 遠隔地 か ら取 り寄せ、蒐集、

　　身近 に 置い た こ とが細部をつ くし記載 さ れ て い る 10）
。

　　　ノ 、一ン の 樹木 へ の執心 が 「並木」 を植え 込 ませ て 民へ の 心配 りをす る政治的所作 に 連動 し

　　 た ろ う事は容易 に 想像が つ く。

　　　パ リ国立 図書館蔵仏写 本 ll16 番 （ベ ネデ ッ ト版本） に もチ ボ ー ・ド ・シ ュ ポ ワ の ポ ー
ロ

　　よ 暖 け た 、と言 う躰 の うち 鉢 に よ る （ポ
ー

チ エ 版本） に も・な ぜ ・ ・
一

ン 猷 道 に 「大

　　木 を植え 込 ませ た 」 か の 答 え は な い 。

　　　1553年 ヴ ェ ネ ッ ッ イ ァ の J．　B．ラ ム ージ オ （Ramusio ） （1485−1557）カミお そ ら くは ピ ピ ー

　　ノ 版に依拠 して イ タ リア 語訳 し、
そ の う え で お そ ら く は独 自の 、理 由書 きを挿入す る U ）

。 単

　　に 挿入 の 程 度 に 納 ま らぬ増幅 の 跡 が 全般 に 及 び 、い わ ば か れ に よ り 「ポ
ー

ロ の 伝説化」 が 始

　　ま 。 た 、
と 言棟 る ．「伝説 化」 さ れ た ・ の テ ク ・ ト に 「お か か え の 占 い 帖 星 術 師」

　　（i，u 。i　di。 inat。，i　e　a、t・・1・ghi） の 進言が あ ・ て 実行 に 移 さ れ た・ と あ る・麟 が 「鋳 」

　　 （vive 　longo　tempo ） の 秘訣で あ る 、 とい うの だ 。

　　　 。
− P

。
パ 人 、ボ ーP の 視線で 論 じて き た本稿は か か る 風習 が モ ・ ゴ ・レお よ び ア ナ ト リ ア

147v
。み ら れ る こ とが ジ 。 ン ・ボ ー

・レ
・・レ

ー
の r ト・レ 圦 お よび モ ・ ゴ ・レ 人 の 宗教』12’さ ら に

（2）
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r人 間は 樹木 の ご と く・… 』 rV） 佐佐．
．
木茂．［

『ア ノレ 朗 社会 に お け る 聖 な る動物界 と植物界』物 躇 で まず指搬 れて い る 。 とに特 に 注
Flする 。 （た だ そ こ で ラ ム ージ オ の 増 幅箇所 の み が 引用 さ れ て い る事 に は逡巡 が あ る 14・））．J

　
モ ン ゴ ル

、 ア ナ ト リ ア に 論拠 とすべ き所与 を見 い 出 し えず に ラ ム ージ オ が 引証 さ れ て い ろ

事 に 注 口 して お きた い
。 実は 二 の 発 言が な に を根拠 として い る か は 不明 で あ る 。 版本校訂者

ポ ー
チ ＝ は原作者 が 「百万 の 虚言 を弄する者、 と同郷人 た ち に よ り語 り継が れ て きて い た ］5）

と しつ つ ラ ム
ー

ジ オ が 「信頼 し うる ソ
ース 」

16｝に よ っ て い よ う、と推定 して い る 。 ラ ム ージ

オ を こ れ ほ どまで 信頼 しえ る か 、特 に 東洋学者が信頼を示 して い る こ とは 「書 き残 され た も

の 」 が 他 に は な い 、と言 う現実 が あ ろ う。

　さ わ れ 『世界 の 叙述』 か ら こ の 人物 まで 下 降する ： と 280余年一・一 一　Pt　一一ロ の 「伝説」 の x

ト ッ ク の うちに 「樹木 」 と 「生命．」 の 不 可分 の 関係が あ る い は 見 い 出さ れ て い たか も知れ な

い （こ れ は 推定 で 劾 ・原瀦 の 攜
陶
で は な い ． ）． ま繍 方 との 賜 に よ る また宣教鬮 に

よ る絶 え ざ る 接触 と貪婪な まで の 知識欲が 吸収 して きた こ の 街 に して 、1 冊 の テ ク ス トの め

ぐ り に 興 味あ る デ ー
タ が われ わ れ よ り遥 か に原著者 に 近 い

、 後 LUの 証 ff一と して 、同郷人 の 間
に 重 ね られ て い く事は容易 に 想像 さ れ る 。

こ こ で ト溢 木」 に 戻ろ う。

　 「路は す べ て 1本 1 本が 近等間隔 に お か れた 巨木で 造 られ JCtoutes 　ces 　voies 　so1 ユt　ainsi

t
’
aites 　de　moult 　grans　arbres 　1

’
un 　pres　de　l

’
autre ）17｝。

　 中世 ヨ
ー”　m

・
パ に 先駟 ナて モ ・ ゴ ・レ の 龍 内 に 出現 した こ の 並 楜 、そ れ 1驚 嘆す る ヴ 。

ネ ッ ツ イ ア か ら の ポ ー
ロ
ー行、 こ こ に は 影響 関係以前 の 感性、心情 を問題 とす る 「樹木．」 に

「生 命」 を読み 込 む本能的 な 「椥 が皇桀 櫻 が ・ て は 瞭 い か ？ rt一性現象醐 難 嫌

  、 だ ’ろ うカ》 ？

　
ア ノレ タ 儲 族 とL ’う｝… e ・ ・モ ・ ゴ ・レ 、 ト ・ ン e・

“一ス に 共通 す る 喉 本概念 の 一つ
」
le・が

1
一
入隣 在 の根灘 貅 に あ る 」

19’・L ・・鱸 信で あ る、 とい 博 醵 ・）主張 は 熊 で 扱 。 た 問
題 の そ の まま根拠 とな ろ う。
−1．t方ア ・レ タ 儲 族 に uaして 加 ）言い 伝 え が 瀦 さ れ て い る。ジ ・ ギ 劫 ・ は あ る 略 に 出

て 休憩 し ，と あ る 大木 の 根元 に 埋 葬 さ れ た 、と言 う。 生前 ［こ の 場所 は余 の 墓所 に 似 つ か わ

し い iE 言 ・・て い た とも
2町司髄 伝謙 た ま た ま狩猟 の 數 に 休憩 の 場所 と した 「撫 な 1

本離れ て 立 つ 樹木ゴ
跏

をみ ずか ら の 埋 葬の 地 と し た、な ど 。

　
ヤ ク

ー
トか ら イ ス ラ

ー
ム 2Z）に 改 宗 した に か か わ らず トル コ 人 の ，モ ン ゴ ル 人 の 心 性 が な お

独 自の ア ・レ タ 儲 族 の 特性 鰥 机 続け て い る 勃 轄 序縦 は じ め … 嚇 に 指搬 オ、て い

る 「樹木崇拝 の 残滓 四 、と著 都 ま言 う。

文化人類 学者・民 俗学者な ど に 焔 ・ 〜
・ ぺ 先 史 ア

ーv ア 人 に 胡 る i
・
樹木 崇掬 …

は ig欄 勅 ら 20世 紀鵬 に h・ け て す で 騨 会 の 臓 とな 。 て い た 、 拷 え ら梶 調 木
に命縮 る？6〕

・な ・
’
し蠣 の 霊魂醐 木 に 鶴 … 等 ． 各分 野 の 代表的 な研究 鵬 う時、それ

が ま さ に 　 ラ シ ア 大陸 に 関 嗣
一

繍 に 達 して い る こ とに驚か さ れ、る ． 判 。 。
．

。
．．

マ

繝 し て 繃 木 は 「人 間 と類似 確 在 」 な い しそ の 間 の 相駿 躯 考 えて 、・ノ汎 ケ ，
’
、．　1．．；こ

謝 る 贍 の 高 い 位鮒 け が 「鮴 崇掬 喉 しt・・6 れ て も き て い る …
． さ らに ガ ， ア に お

146
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け る 「三 大 自然崇拝」 の うち 「樹木崇拝」 が 「も っ ともよ く知 られ た も の で あ っ た 」
3ω

。
お

な じ くガ リ ア で は 紀元後 5 世紀か ら 6 世紀に かけ、「樹木崇拝」 に 関す る禁止令が まだ 出さ

れ て い る 31）との 指摘 も あ る 。 さ らに ヨ
ー ロ

ッ
パ 中世 を r森林 の 黄金 時代 』

32）と し、
一

カ エ

サ ル が か つ て 紀元 前 1世紀 の ガ リ ア を 2 ヶ 月行軍 し続け て も森林 の 途絶え る 地点 に は 達 しえ

ない
33）広大な樹木空 間

一
とす る 中世 ヨ

ー
ロ

ッ
パ が こ こ で 時間 に 置 き換 え られ る。

「山の 老人」の 庭園 と樹木の不在

　さ き の 稿 『人間 は樹木 の ご と く
……

』
34）で r世界 の 叙述』 の イ ス マ エ

ー
ル 派 の 長老一

「山 の 老人」
一

の 庭園の 叙述か ら、イ ス ラ
ーム 圏 の 「庭園」 が キ リ ス ト教圏同様に 「天 国 」

を準 え 「庭 」 と 「地上 の 楽園」 の 同
一性 に 関 して 反復が あ る こ と を指摘 した 。

　「『老人』 は 配下の 者達 に 納得 さ せ た 、 そ の 庭が 楽園で あ る と。（……）そ れ ゆ え に 楽園に

似た 庭 を造 らせた （……）ほん と うに こ の 地方 の サ ラ セ ン 人 は そ の 庭 が 楽園で あ る と信 じた

の で あ る 」
35）

。 しか し キ リ ス ト教に お い て 同時 に 読 ま れ る
36）植林 と樹木 の 比喩 の 不在の 事実

は注 目 さ れ て よ い
。 樹木 は 果樹、「こ の 世 の あ ら ゆ る果実に満 た さ れ た 最大 の 庭」 （le　plus

grant ゴαπ 伽 et　le　plus　beau　qui　oncques 　fust　veuz ）37）、そ の うえ に マ ホ メ ッ トの 言葉 と

し て 、噴水 に あや か る 「ぶ ど う酒、 ミ ル ク、蜂蜜 、 水 」
3s＞が 設 え られ た 「庭」 は 「か れ ら の

地上 の 楽園」 で あ っ た
39）

。

　食 の 面 で 充足 さ せ て 暗殺を挙行 さ せ る ハ シ シ ュ、麻薬、摩耶か しの 極楽が 描かれ、一 果

樹 に 対す る 反 復は ない
一 ま して 樹木 の 強意 は こ こ に は な い 。

「庭園」 の 主要構成要素が 樹

木で ある キ リス ト教圏 の 「地上 の 楽園 」 とは本質的 に 異なる。食 の 充足 を も っ て 「地上 の 楽

園」 とする 「山 の 老人」 の 山間 の 空間は マ ル コ
・ポ ー

ロ を も っ て 最初 の 報告 と考 え られ
40）る 。

14世紀 の 古仏語 に よ る 、聖杯伝説 とア レ ク サ ン ドロ ス 大 王 に 関わ る伝説 を集約する rペ ル

ス フ ォ レ 』 （Perceforest） の
一挿話が nt　 一ロ の 『世界の 叙述』 の 影響か ら とも結論 さ れ て い

る41）
。

　 さ らに こ こ で 注 目 さ れ る の は 「庭」 を表す語 jardinが 終始繰 り返 し使 わ れ て い る事 で あ

る 。

「か つ て 眼に した こ ともな き最大 の 、も っ とも麗 しい 庭 （jardin）」42）

　jardinとは 「囲 い の あ る花、野菜等 の 植物、果樹 （樹 木） を植 え付 け る場所」 で あ る 。

花、野菜が 記述 さ れ ず、果樹 さえ も控 え て 示 さ れ た 時、強調 さ れ て く る の は 「囲わ れ た空

間」 で あ る 。
こ の 強意に お か れ た 「囲 い 」 は 「山 の 老人」 が 人心 をハ シ シ ュ

43）で操 り幽閉す

る場の それ で あ る 。

　　「か れ （山 の 老 人） は飲み 物 を 若者 た ち に 飲 ませ 、ただ ち に 眠 り込 ませ る の を な らい と

　　し た 。そ れ か らか れ らを捕 ら え、 こ の 庭 に 入れ た （mettre 　en 　ceU 邵 d∫π ）」44）

こ うして か れ らの 「地 上 の 楽園 」 は 「獄舎」 と な る。

145　 モ ン ゴ ル の 覇者 ハ
ーン の 庭 園 は ど うか ？

（4）
LXXXIV 章 に題 して 「大 ハ

ーン の 宮殿 に つ い
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『人 開 は 樹木 の ご と く
……　 （V） 佐佐．木 1爻美

て こ こ に 語 る 」
’15｝として 、大都 の 居 城が 詳述 さ れ る

。
こ の 居城 を囲繞す る 「

．
方形 の 外壁 」 が

．…方を 1 マ イ ル と して 4 マ イル に 及 ぶ 46）。

　
rlte／」 は 「庭」 を藏接 に取囲 まな い

。
ハ

ー
ン の 「庭 1 は 「山 の 老 人 」 の 「庭一1 に み ら れ る

1囲わ れ た空 間」 で は な い 。 そ れ は 「築山 」 （tertre）47 ）
で あ り居城 の ほ うか ら 「北 に 」

48）

向け

られ た視線 を 「一射程 1 の と こ ろ に 受 け て そ れ を楽 し ませ る光景で あ る。「築山」 は 「人 ．：1二
の も の で 、咼 さ 350 メ ー トル 弱 で 1 マ イ ル 続

．
い て い る

49）
。

「そ の 築 山 は 樹木 に 満 ち、か つ 被 わ れ 、如何 な る 季節に も葉 を 失 う事 は な く、緑 で あ

る ・ 」（i・q ・ ・ lm ・nt ・・t　t・ut ・pl・i・・et・t。ut ・・uv ・ ・t　d
’
・・b・e・，　q ・ψ ・・ 剛 醜 ρ，。 推 。

．

d覦 加 ゴ〃召s ；mais 繊 ’e5 ．餓 ∬ ont ・vers ．）5・）

「して 樹木は す べ て 緑 に して 、真 っ 膏 な緑 で な い もの は見 え な い 。そ れ ゆ え に そ れ （築

由）は 「
緑 な る 山 1 と呼ばれ る 」 （Si　que　tes　arbres 　sont 　tuit　vert，　et　te　mont 　tout　vert 　l

si　que　il　n
’
y　pert　autre 　chose 　que　tout　vert ．　Et　pour　ce　est　il　apPellez 　

“
le　mont

vert
”

、）51）

　色彩 グ リ
ー

ン の 、一 ・「築山 」 を被 い 尽 くす常緑樹 の 存在
一 3 行弱 に 4回 の 「緑」 の 明

示 ・
＝ れ ば そ の 場 の 1禺然 の 叙景描写 で は な い

．
［勧 た る べ く、そ の 空間が 意 図 さ れ 、所有

者の 強 い こ の 色彩 へ の 傾斜が あ る 5Lt）
。

「
．
ま さ に そ れ （築llD は そ の 名 に 柑応 しい 」 （Et　certes 　il　a　bien　son 　nom 　a　droit）tl　：］）

　
マ ル コ が モ ン ゴ ル の 宮廷 を辞 して お よ そ 25 年、 d タ リ ァ の フ ラ ン シ ス rl 会宣教師オ ード

リ ク
・

ド・ポ ル ド ノ
ー

ヌ （Odoricus　de 　Foro 　Julio）は地 中海西岸 を経 由 して 1314年 中国

に 至 る、16 年 に お よぶ 滞在 の 間 ヨ
ー

ロ
ッ

パ 人 に と ッ て の 「驚異 1 と看做す事象に 眼 を や リ

ラ テ ン 語 で 著述する 54）。当時 こ の 宣教師 の 著作 と 『世界 の 叙述』 は し ば しば纏め て 1巻 とし

製本 さ れ た 55）
。

ジ ャ ン ・ド ・
マ ン （Jean　de　Meun ） と並 ん で 13世 紀 を代表す る翻訳 家 ジ

ヤ ン ・ド ・ヴ ィ ネ 訳に よ っ て ハ ー
ン の 宮殿、庭園

一
ポ
ー

ロ の オ リ ジ ナ ル と看做 さ れ る 同 じ

講 か つ ノ’｝ン の 宮殿 の ・ ・ イ ラ イ 昆 ・・う同
一
揚 所 の 描写

一一
と比較す る時、浮 け る差異

が 跚 の テ ク ス トの 間に あ る ・ 4 マ イ ・レ 1誕 び る壁 （Ch ．　xxvi ，・1．・6）、幾棟か の 宮殿 の 勃 、

で と りわ け 立 派な宮殿 の 中庭は 、

「
人 工 の 山 で 、そ こ に は 他 の た い そ う立 派な宮殿が 建 て られ て 、 こ の 山 は 木 々 が 植 え込

まれ 、そ れ 故 に 「緑 の 山 」 と言わ る 。 」 （cortil　de　ce 　grant 　palais　es 　t．　faite　une 　mon −

taigne・　en 　q ・・Li・a・ t・e　p ・】・is　e・t ・d・fie，・q ・i　est　m ・ut 　tres　b・t，・t　cest ，　rn。。t。ig。，

est
　plant・

’
e　d・・a ・bres・・P・ ur 　l・quel ・h ・sc ・e］・・est ・p・lee　1・ M 。跏 9。、 断 ，）

　呼称 「緑 の 山」 を 挙 げ る ま で
、 色彩は 一

切 示 さ れ て い な い
。 た だ

一蔑 、そ の 「山 」に 樹が

植 え込 まれ 、そ れ に 呼称が 由来す る事が 、平坦 に 述べ られ て い る に す ぎない
。

こ の 証 話
156

’
の 散文 調は ・仏 1亨：本 1116 組 び 写 讐 グ ・ ゴ ・ 一

ノ・ ｝・溯及 す る校言体 （ボ ー 44

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （5）
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明 星大学研究紀要 【日本 文化学部 ・言語文化学科】第 8号 2000年

チ エ 本） を 通 し て の マ ル コ の 眼が他 の 初期 の 写本に お い て も同
一

か ？　どの よ うな扱 い に な

っ て い る の か ，異同は あ る の か の 詳細な検討 を重ね よ う。

　すべ て 築 山、樹木、宮殿 の 同一色 彩 （グ リ
ーン ） を記 し、

そ の 美 し さ、そ の 香 り （oud ・

eur ）57）が述 べ ら れ る に 対 し、グ レ ゴ ワ
ール 系 （パ リ国 立図書館、仏写本 5649） は統

一
の 取

れ た 記述が 見 られ る 。

「山 も樹木 も宮殿 も
一

そ れ が ひ とつ の 驚異で あ る の だ が
一 緑一色ゆ え に 眼に 楽しい

眺め で あ る 」。 （si　que 　le　mont 　et　les　arbres 　et　le　palaiz　est 　si　belle　chose 　a　veoir

pour　la　verdeur 　toute　d’une 　maniere 　quec
’
est　une 　merveille ・）58）

　建物 まで が 調和 あ る 同一色 ラ ピ ス ＝ ラ ジ ュ リが 張 られ （de　rose （de　lazur））59）て の 緑色、

との 行 と一貫性か らも強調 の 度合い は強 ま る 。

　一方 、 トス カ ナ＝ヴ ァ
ージ ョ

ン
ー

グ レ ゴ ワ
ー

ル 本か ら派出 した イ タ リ ア 語訳 に よ る と、

こ の
一節 か ら 「樹木」 が 消 え、強意 に 置か れ る の は 「山」 に あ る 「宮殿」 とな る 。

「真青な

宮殿 の あ る 山 の 頂 き に 」
60）。オ リ ジ ナ ル に近 い ヴ ァ

ージ ョ
ン ほ ど 「樹木」 と色彩グ リ

ー ン が

強調 の 度合い を強 め て い る事が確認 さ れ る 。

　ポ ー
ロ と共通 の 傾斜一 樹木、緑

一 が 読 まれ る の は 13世 紀 を席巻 した r薔薇 の 物語』

（ギ ヨ
ーム ・ド ・ロ リス に よる）で 一 　1230 年前編、「5 年前61）の 夢」 の 経験 を想起す る と

して 「わた くし1 は テ ク ス トに 入 り込 む 。 躊躇わず に 赴 く先は 「愉楽」 （Deduit） と呼ばれ

る擬人化の 所有す る 閉 ざ され た 62）一 「庭園」 で あ る 。

　「愉楽」、「庭園 の 主」 （
“
seigneur 　du　vergier

’
） （lbid．，　v ．1636）一 「わ た く し」 の 言葉

で 、こ の よ うに 確認 さ れ る。「緑 の 空間」 viridiarium は 「緑」 viridis を語源 とす る63）
。 同

語源 の vergier （s）が 33 回 に わた っ て物語空間を規定す る
64）

。

　こ れ は 「閉 ざ さ れ た庭 園 」 （jardin）に た い し 11倍 の 頻度で あ る 。「わ た く し」は 鳥 の 声

を聴 い て 、辺 りが 「緑色」 （v ．679） に な る の を見 る 65）と あ る 。

　当時地理上 の場所 として 考 え られ て い た真正 の 「地 上 の 楽園」 に 準 えた 『薔薇 の 物語』 の

偽似 「地 上 の 楽園」 （paradis　terrestre）65）は樹木 の 繁茂す る空間 で あ り、「緑 の 空間」 と定

義 さ れ て 、
モ ン ゴ ル の 覇者の そ れ と近ず く 。

「地上 の 楽園」 に あや か りつ つ も、『薔薇 の 物

語』 の 庭園 は ふ た つ の デ ー
タ （「緑」 と鳥） に よ り有桟的関係で 真正 の 「地 上 の 楽園」 か ら

も ハ
ー

ン の 庭園か ら も逸れ る 。

　 ハ ーン の 「築山」 を樹木で 満たすた め の か れ の 趣 向が 具体的 に 示 さ れ る 。

「ど こ か に 立派な樹木が あ る と聞 く と、（ハ
ーン は）そ こ が ど こ で あ ろ う とただ ちに 人を

遣 り 、 取 り寄せ 、根 ご と土 を多量 に つ けた ま ま か れ の （樹 を）象 に 荷わせ築 山に 運び 込

ませ る 67）。

　　　複数 の 象は ハ
ー

ン の 所有
一

マ ル コ の 証言に よ れ ば 、大 ハ
ー

ン は 二 千頭 に 達す る 巨象を所

　　有 して い た 6B）一 「樹木が か れ （ハ
ー ン の ） の 望む ほ ど に 大 きか ろ うとも」 （木が ど ん な に

143　大 きか ろ う と）69）取 り寄せ る 。
「こ の 世 で 最 も美 しい 樹木」 ともい う。

（6）
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『人 問は 樹木 の ご と く
一・・

』 （V ） 佐1左木茂；美

　［愉楽」 の 趣 向 も た しか に 立 派 な 「大 樹」取寄せ で あ る が 、地 土 で 最 も大 き な 四 つ 脚獣 を

何頭 も動 員する規模、「巨木 」 へ の 重点 の 置 きど こ ろ は 樹木 の 1種 類．」 へ の 関心 に 席 を譲 る 。

　
ヨ ー

ロ
ッ

パ 古典 占代 と中世 の 「植物」 を論 じ て Ch．ジ ョ
レ は まず ア レ ク サ ン ド ・ ス 大 f

の 印度遠征 の 帰路お よ びそれ に 続 く時代 に 植物 の 移動が 頻繁 に行 わ れ た事を指摘 して い る 。

イ ラ ン や 印度 の 植物 が まずギ V シ ャ に 齎 され 、 ギ リ シ ャ か らイ タ リ ア を経て 、 ス ペ イ ン とガ

リア ・紀元後 に い た り ゲ ル マ ニ ァ お よ び プ リ タ ニ ア に 移植 さ れ る ・e〕
． ア レ ク サ ン ド。 ス の イ

ラ ン 征服が 続 く 4 世紀 の 問 イ ラ ン お よ び ギ リ シ ャ 問 の 関係強化 を将来 した 二 とを述 べ 、印度

の 宗教や 哲学 の ギ リ シ ャ に 知 られ る よ うに な る の は そ の 動物界 お よ び植物界 と同時で あ る事

を指摘 して い る
7
％ さ ら に 中世 に ア ジ ア か らギ リ シ ャ お よ び イ タ リァ へ の 植物の 搬入 に 関 し

ア ラ ビ ア 商
．
人 の 果た した役割は 大 きい

7Z）
。

　中世前期 ま で の 植物界の 移動は 、種 （タ ネ）で あ っ た り、苗木、幼木 で あ っ た り、人 問の

移住 と深 くか か わ っ て い た 、と して もマ ル コ ・nc　 一口 が詳細に わ た っ て 記載す る ハー
ン の 、

とりわけ強調 され て い る い か な る 「巨本」、「大樹」 で あ ろ うと象を動 員す る移入法 に 関 して

は 二 れ ら上記 の 研究は
一

様に 沈黙す る 。

　搬入 が 不 可能な サ イ ズ の 事物が 動 く、とい う こ とは強大 な意志 が 背後 に な け れ ば な ら な い

だ ろ う。
こ の よ うな欲鯉 を実現 しえ る 立場は、輸送力 の 稚拙な 時代 に あ っ て は 王 者 に 限 ら れ

て くる 。 巨大 な事物 を運搬す る こ と の 想像 を絶する 困難 さ は、古墳時代 の 我が 国、 ピ ラ ミ ；

ドの エ ジ プ トが そ れ ぞ れ 容易 に 権力 の 表象 と結 びつ くよ う、キ リ ス ト教 （ネ ス ト リ ウ ス 派お

よ び カ ト リ ッ ク）、偶像崇拝者 （仏教徒） を適当 な ス タ ン ス で 操 り、 ヨ
ー

ロ ッ
パ ・

キ リ ス 1

教圏 の 希望 の 星、司祭 ヨ ハ ネ を も倒 した ジ ン ギ ス ・ハ ーン 7a）、太 祖 （1206−1227） の 孫、モ

ン ゴ ル の 支配者像が こ こ で 樹木 の 専有者、緑 の 空間の 享受者 として 表 さ れ て くる 。

ル ス チケ ロ と マ ル コ

　そ の 時・阻 界の 叙述』 の 瀦 ・記述・者の ・レ ス チ ケ 吐 の 間 の 役割 力墹 題 と な る 7・！

。

　 こ の 大 ハ ーン 豫 は ア
ー

サ
ー二E伝説 を主題 とした物語作家 の 眼が一

筆述 しつ つ 質問 を繰 り

返 し、旅行者 の 記憶 を呼 び覚 ま し、詳述 を促す、用語 な ど フ ラ ン ス 語 に 熟知 した こ の 入物 で

あ っ て み れ ば当時 ヨ
ー

卩
ッ

パ 宮廷文化に 閹有 の テ ク ＝ カ ル ・タ ーム ズ の 使用な ど が 容易 に 想

像 さ れ よ う
一

相 当 な度合 い で 介入 し て い な い か ？　前編 40 年 して 1278 隼 （遅 く と も完

成 ） の後編 の 書か れ る 『薔薇 の 物語』 は ヨ
ー

ロ
ッ

パ 各田語 に た だ ち に 翻訳 さ れ る
一一

に 親 し

ん だ物語作家 の 祝線が あ る と想定 され る 。

　
こ の 「庭 園 」 こ そ が 唯

一
の 舞台空間 として あ り、先 の 稿 で 4  種 を超 え る 樹木 の 植 え 込 ま

れ た 「
．
愉楽 」 の 造 園 と所有の 観点 を特 に 強調 して あ る 75）

。 ア レ キ サ ン ド リ ア
76 ）か ら、サ ラ セ

ン の 地か ら美樹を搬入 さ せ ・お の れ の 緑 の 空間趣向 を満足 さ せ る詳紐 一
当 時の 文学伝統 ｝こ

は な い
一

を指摘 し た ・「愉楽」 は 宮廷 文 化 の 主神、手縛 者 ・愛衲 をza・f，・ に 凌 ぐ醐 の 持
ち 豊 レ 覡 れ て こ な い か ？ ［愉 楽」一麟 の 人 の 視点77 ・，・… ゴ ・レ の 覇者 と の 問 に 影響関係
で は な い 「類似 」 を読め な い か

。

燃 と用 語 の 囎 か らの 記述 都 ・ チ ケ ・ の 視点の 想定 は、 ・
一

・
。

・ ・ の 文化的観点 、旅
儲 の 視髄 さ ら に 確認 す る こ と Et・ る ． こ れ は 同時 に 比 較テ ク ・ b 囓 薇働 言吾」 の 懸
の 所有者 ’

造 園主 が 権勢 の 人 と して 描か れ て い ない か 、とい う フ ラ ン x 文学研究内 で い まま　142

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （7）
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で 取 り あげ られ な か っ た問い をも導 き出す事 とな る 。 ヴ ェ
ル サ

ーユ 宮殿を待たず して 、至高

の 存在 「神」 を 「東 に 」 （『創世記』、1−8） エ デ ン の 造園者、「生 命 の 樹」、
「知恵 の 樹」 を は

じめ果樹を そ こ に瞬時 に 「生 じ させ る 」 超 自然 の 「庭師」 の イ メ
ージ をか た り、ヘ ブ ラ イ の

伝統
78）に抗 うべ か らざ る底流 はあ る 、と して も中世 宮廷風 文化 の 現代性 とい う側面 が 反映 さ

れ て く る とい う意味で あ る 。

　ハ ーン の 豪華を極め る 住環境 の 描写は 『世界 の 叙述』 の な か で も現実 と歴史 に もとず く部

分で あ る 。そ れ が 「驚異」 と して 受け止 め られ た の は当時 の ヨ ーロ
ッ

パ の 「物語 空間 」 との

類似 で あ っ た、と看做 し得 る こ とは二 稿に わた っ て の 本論稿 の 重要 な、 と思わ れ る結論で あ

る。そ れ は 「樹木」 の と りつ け る 「縁」 （エ ニ シ ）で あ り、そ の 「縁」 （エ ニ シ ） を 切断す る

境界 もまた r樹木は 人間の ご と く
……

』 の 詩的行間に見出 さ れ る も の か も しれ な い
79）。

　旅 を決行 した者 とそ れ を叙述 した者 が ヨ
ー

卩
ッ

パ 人で あ る時、文化的 「歪曲」 が 「樹木」

の 形象 の も とに 介在す る
。 本テ ク ス トの い ま

一
つ の 部分、「伝説」

一
そ の 最た る もの が ア

レ ク サ ン ド ロ ス 伝説で あ る が　　が そ の P 一カ ル 性、異な るヴ ァ
ージ ョ ン を帯び る事 を実地

見聞の
一歩一歩が 確認す る、そ れ が 「非神話化」 に 繋が り もす る

一 が 次 の 稿で 論ぜ られ る

はずで あ る 。

−

）

48噌
匿

（

注

　＊　
“
L　
’
arbre 　seul 、　dans　la　nature ，　pour 　une 　raison　typifique，　est　vertical ，　avee 　l

’
homme

”
　（Paul　ClaudeL

“Le

　　Pin”，　in　Connaissance　de　l
’
Est，　Paris，1973，　p．248）の 意 訳 e ク ロ

ー
デ ル は 1898 年 5 月 31 日、横浜一東 京問

　　陸路 の 移 動 中 に 発 想 を 得 て の 3 ペ
ー

ジの 小 品、推敲 の 跡著 しい 。「樹 木」 は こ こ で 「松」 を 指 す （G 、Gad・

　　offre ，　lbid．，　p，252）。

　　　詩人 の 捕 捉 した 「松」 は 日 本 文化 の 文脈 に ある が 、＝ の 樹 は 中世仏 文学 の 当 初 （11世 紀 末） す で に 重 要

　　度 ・頻度数 とも に 「樫」 に 次 ぐ樹木で あ っ た （CF．『ロ
ー

ラ ン の 歌』、佐藤輝夫訳 ）。

　1）　Cententzire　de ルfarco　Polo，　 Confgrence　faiteδ la　So σ譲 64 観 認 θs　italiennes．　le　mercredi 　18　dticembre

　　l895，　texte　imprim ξ：1896，

　2） Compiled 　by 　H ．　Watanabe，　Tokyo ，　345　p．

　3）　同掲書、N°1069、「中外経 緯伝草稿」。こ の 文章は N
°
1071、　N

°
1072、　N

“1073。　 cf．渡辺宏 「日 本 に お け る マ

　　ル コ
・
ボ
ー

口 1，II，　III，　IV、」 『ア ジ ア ・ア フ リカ 文化 研究所研究年報 』（同掲論文、　IV，1978．　p．62）に よ る と明

　　治 38年 （亘906年）刊、堀 田 璋左 石 、青木武 助、深 沢鑪吉著、「東洋歴 史辞 典』 （中学三 年教科書 の 整理 収録）

　　には 「 ト
ーボーケ ン ブ ン ロ ク東方見聞録 Mirabilia　Mund 元 の 世 相 に 仕 へ た る イ タ リア 、ベ ニ ス の 人 ポ

ー
ロ が 、

　　20 年間東洋 に 於い て 見 聞せ し こ と を語 り 、ル ス チ チ ア ノ を して 、．筆記せ しめ た る もの な り」 （p，281） とあ り、

　　 さ らに ポ
ー

ロ の 項 目 で は 、「マ ル コ
・
ポ ロ MarCQ　Polo イ タ リ ア の べ ネ チ ア 人な り、陸路 蒙古 に 至 た り、元 の

　　世 相 に 仕 ふ る 19 年余 に して 、波斯 に 至 り、尋 で 国 に 帰 り、盛 に 東方の 繁 盛 を説 き、見聞記 を著 わ せ り」 （p．

　　338）。渡辺 氏 は 1912 年 の 瓜生 寅 （・・ジ メ） の 『ま る こ ぼ ろ紀 行』 （T．Wright 英 訳 か ら） （『書誌』、　N
°244）

　　の 邦訳 を重視、昭 和 20年 まで 唯一の 「基 準書」 （同 掲論文、p．63） と して い る。

　4） 『マ ル コ・ボ ー口研究』 （上 巻） （中、下 巻 は 未完）筑摩書 房 、1957年。他 の 邦訳 に 関 して は、下記注 （11）

　　お よび さ き の 拙稿 『人 間は 樹木 の ご と く
……

』 （II） （下 掲 ＊   参照）、　p．210，注 （2）お よび （4）。

　5） 編者 渡辺 宏氏 に は 『書誌』 刊行 後の 「『世界誌』 の ゲ
ー

ル 語 本 とア ル ス ナ ノレ 図書館 の 挿絵本」、『東西 交渉』

　　（所収）、通 巻 20号 （1986）、pp．24−29 な ど追加すべ き論稿 が 数多い
。

こ の 論稿 は ゲ ール 語 （ア イ ル ラ ン ドの

　　 ケ ル ト系方言） に よ る 1460 年 の 写 本 （ピ ピ ーノ 系写本） の 紹介 で W ．Stokes ，　Zeitschrift　ftir　celtische 　Philolo一

　　項2，Band 　1 （189了），pp ．245−273，362
−438に 依 って い る （氏の 本論文 執 筆 当時 に い た る ま で ス ト

ーク ス 論文 は 、

　　90年間か つ て 引用対象 に な ワて い な い 、と指摘 さ れ て い る）。氏 か ら は 幾多の 研 究 の 恵送 に 浴 し、上 記 は逝 去

　　 直 前 で あ っ た （1998 年 7 月）。（祈御冥福）。

　6）　そ れ よ り 2年後 の 刊行 に 相等 する 国会 図 書館蔵 の み 収録 さ れ て い る （上 記 『書 誌 』、（N
°
161）。

　7） ボ
ー

。 の ヴ ．ネ ツ イ ア 帰国 （1295年） ・歌 曙 作 と i　＝ L
・ チ ・7 制 作 （1410 年 頃） の 問 に あ る 通 定 す る も

　　の と逸脱す る もの を鮮や か に 論 じ た こ の 講演 ｝鉢 学講澱 は別 に 、異 な る ヴ ブ ジ ・ ン で そ れ に 比 し限 定 さ れ

　　 た 白黒 の 挿画 入 りで ソ ル ボ ン ヌ で も刊行 さ れ た 。
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r人 間 は 樹木 の ご と く
…・

∴ μ V ） f左｛澆：，フド1篭美

8）　『人 間 は ……
」μ：蚕P、P、217。

9）　　1司掲「淪．文、　pp ．215．．216。
10）　　同掲

一
ft文、　pp ．2E6．．217。

】1） A臓 脚 ・廨 阨 器 f・6d・P ・・ M ・Mil… si，・ 。1．3，　T ・・ln．　P，正89．2写 本 が 現 存 ．
ベ ネデ 。 ， （上 記 P、3）に

　　よ リ ミ ラ
ー

ノ の ア ン プ P ジ ア
ー

ナ 図 書 館 所蔵 の 写 本が 発 見 さ れ、そ れが 1470 年 ご ろ の 写本 の 1冊 の 写 しと特

　 定 さ れ た （コ ピ ー
年 代 は 1795年）。オ リ ー

：
：　v
一
ル 写 本 は ゼ ラ ーダ （Zelada ） 枢 機 卿 の 物で ト L 一ドの カ テ ド ラ

　
ル
．
鵬 飾 譲 濫 縦 翻

・
こ の

’
牀 も 1932 年発 聢 擬 （L ．H ・mbi ・ （t・ ・d．・t ・。t，，），物 脚 掘 。諏 P 。

、

　 sc 痒1）tion　du 　Monde，　Paris，195J「，　P．　xiii ）。

　　 ラ ム ー一ジ オ 版 は W ．Marsden の 英 訳 （1818）、そ れ を 採録 し て 版 本 を付 した M ．　Komoroff 〔Nuw 　Yol』k．

　1926）の 邦 訳 J・f‘・19：36｛鰥 沢 ・瞭 氏 ・・ よ Vt： され・て い る （r
．
酷 』 （．．E 掲 配 ）参 照丿、N・重38，N

・
108…1］．9，N

・

　 73）。

12） Jea．n −P ・ ul・R ・ux ，・L ・・R ・tigi・ n ・des　Turcs　et　des　Mong ・ 1、，　P、，i，、1984，　P．173．
13） Faune 　et 　Flore　sacre

’
s　dans 嬬 Soc語姚 ．4伽 西σ粥 5，　Paris、1966、　P、377．

14） ノー ‘の 弸 1塙 穏 モ ・tゴ ・・ 儲 ）学者、・・ イ
・

… ビ ・ 1・・ よ る r．世界の 叙述』 （贓 泊 1）、P．146） に 依

　拠 した もの ・．・・ン ビ ス 鵬 ラ ・・一財 以 外の 典拠 挙げ て はい な丶
．・。

15）　た とえ ば ア レ ク サ ン ダ
ー一
大王 の ダ V ウ ス の 息 女 との 結婚 を記 述 した時 ．どの ヴ r

一ジ ョ ン に もな い ．パ ダ ク

　
シ ア ン （ア ム 艪 腿 帯） で ボ

ー
・ が 1 年 近 備 に 倒 れ 渤 め ら 才・て 山 の 良い 空 気 嫐 い に 転地 、力刷 ま健康

　 を 取 D 戻 した、の 記述が あ る，，
16）　

唱’
de　bonnes ＄ourc ¢ s

”
（Ed ，　Introduction ，　p，　xxxiv ）．

i7） 加 ム蜘 d ・ 鰡 ω 肋 ，　ed．　pa・ 」，　P．　G ．　P ・・thier1　P・・i・、1865．　XCIX ，　P，342，．i】．4−5，
」8）

19｝

2fl）

21）

22）

”
une 　des　notions 　fondamentales

”
（J．　P ．　Roux ，　Faune．．．，　p．357）、

」‘Que　lz　source 　de　1
’
existence 　soit　da「【s　l

’
arbre 　est　une 　des　notions 　fondamentales”（fbid．，　p．357）．’』

cette 　p1… est 　c。 nvenable 　p ・u ・ ma 　 sepul し…
”
（」．　P．・R 。 ・ x ，　Faun ・e、．．，　P．11178）．

’」
11n　bel　arbre 　solitaii

』
e
卩
（丿．　P．　Roux，　La　Religion．＿，　p．278），

イ ス ラ
ー

ム に み られ る 樹木への   無 反応 は 先の 稿 （ワ燗 雌 休 の ご と く
・一・

」
・、PP，　158−159．（轜 ト掲

　   参照））。
213）　Faune ＿，　P．3．
24）　　

LLsurvivances

　du
’幽
cu ］te　des　arbres ”’1

，（／bid．，　p．55）．
25）

匚’」’Le　（／ulte　d … rb ・e・

”
・ j。・6 ・n 　r。1・ imp ・・t・ nt ．・d・ ns 　lhjst・ire・eligi ・ u ・e ・1， 1、 ，a ，， 、，y ，。 n ， ，。　E ． r−

　。P・
”
（」・ m ・・ G・F… e・，〔t・ ・d・P ・ ・ P・S・y ・）LeR ・舳 星ガ繭 磁 細 ・ 瀰 6彦6 跏 呶 ，。L　II．　P。，i、，1935，

　 p．7）；こ の IX 章 の タ イ 1・ル も 「樹木 崇拝」 （Le　Cu亅te　des　Arbres） で あ る 。
26） jhid．1）．1L 文 脈 が 曖昧 と さ れ る J．　G ．フ レ ーザ ー

を続い て 履心 深 く引用 す る。
27＞　　fb

−id．，　P．35，
28）．J・J・・et孟 ・ ・ P〜碗 ・・ 伽 醐 吻 ・ 海 曲 盛伽 屈 脚 ・m ・ LP ・ ・i・、】897，・P・eface．　pp．　vi −vii ．
29）

30）

31）

32）

33）

34）
35＞

36）

37＞

38）

；19）

40）

J・Vt・d・ye ・・
1’S・ ・ un ・n 。 m 　a1・d ・・ d・ 】

’
・・b ・・ ，・Revue 　Cettique，　toine　44 （1927），・P．・316．

　P・Sebiliot，　Le 戸b〜舟♂07召 de　1？rance ，　tome 　III，　Paris、玉906，　P、422．

　A．Maury ，　C π 脚 η 08s 　et　Ltigendes　du 　Mo ）
・en ノ｛g 召，　Paris、1896．　p，12．

　ゐ臆98d 　
’br　de　ta／b罐 ち par　S・Cassagnes−Brouquot 　et　V，　Chambarlhac，　RQdez，1995．

　Juliug．　Caesar，　Belti　Catl・ico・rum ，　VI，　25．
　
．
ト
．
掲拙稿 ＊   　参照。

　Ed 、　Pauthler，　XL ，　p、98 ；6d．　Benedetlo，　p、33，　II．　ll−12，151 ．

　『創世 記』 と中 瞳 の テ ク ス トを検 討 して 出 さ れ ．た 結論 参照 g 『人間 は樹木 の ご と く
……

』、（下掲黐 稿 、  参
昭 、．トL、ノ OEd

・Pauthi … XL ・P・98・　IL　2−4 ・Ed・B … d ・t・。，　P．33，　ll．6−7．［

果踟 鳳 りむ し ろ鞴 ｝… で 1誕 つ くP

　Ed ．　Pauthier ，　XL ，　p．98，　Il．13−14、
』幽
M ・h ・ mez

　
distque ⊥・tirParadis 　se ・

・
。it　b・a ・ ・丿磁 脚 1・i・・ d ・… ld ・ i，　d、、vi。，、et、d 、、1。 it，、et 　de　miel ，　et　ci　’ai−

bgZte

”
，（Ed．　Pauthier，　XL ，　P，98Jl．［2−．14〕，

C・E・N ° w ・1L
‘‘Th ・ Old　．N4… fth ・ M … t・iパ 、　SPeculun ら し・ m ・ XXn （1947），　PP 　875，t 、。1，，

’tl） 」… H ・M ・T ・・・…
”
A ・ … the　E ・・h… e ・

− A ・ ・…   d ・ in ・h ・ 尺一 d ・蹴 晦 跏 11t、
　S 。、 ，c，ボ，漉 一

　
d蜘 跏 撚 ・「・ m ・ 47 （1978）・pp ・3・−39・（ボ ー の 影響 臙 ・蝉 内 で ・ ン ドヴ ．， ・レ に 1±は る か に 劣 る し、明

　融 黼 を 出1 した   嘸 とん ど皆 鮪 敵 こ 臆 味で 言己述は 重要 で あ る 鉢 脚 観 点 煽 ぽ勧 興 味 脳

　 然二 つ の 庭 の 差異 の 方 に あ る 〕。
42） Ed・・P・ ・thi・r・xL ．・・98，・u．　2．．3・α

．
．　ed、　B ・ nedetto ，　p．33，・1．2．軌 よ先 稿 （

．
卜
．
掲  参照 ）　 　 　 　 140

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明 星 大 学研究紀要 【日 本文化学部 ・言語 文化学科】第 8 号 2000年

39
ω

−

（

43）　大麻集団 （Hasisins），　Ed ，　Pauthier ，　p，99 ；6d．　Benedetto，　p．33，　1．19．　　　　　　　　　 、

44）　Ed．　Pauthier，　pp，100−101 −l　Ed，　Benedetto，　p，33，　ll、25
−27．

45） ℃ id，vi、e・d 。・P。 1。iS・d ．　G ・ant 　Kan
”
，（ed．　P ・ uthi ・・，・P．・265，・h・pit・e・LXXXIII ・；・f・6d・B・ n・d・tt・・P・74）・

46）　
“
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　　ち も そ とも」 色d．Benedettoに は な い ）。
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　　ーム ・ド・
ソ ラ
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ン ・ド ・ヴ ィ ネ

　　（Jean　de　Vignay）　（Jean　de　Vignay ，Les　Merveilles　de　ta　1
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　di　Vale−

　　ria　Bertolucci　Pizzorusso ，　Milano，1975，　pp ，128
−129，　parag ．2 ）．
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『人 間 は樹 木 の ご と く・…・・．］（V ） 信：佐木」掩美

　　SfiV・，ie　in　das　za
”
brige　Europa，　Ber］in，1894，　P、498．

72）　Ed 、　Pauthicr，　LXVII，　p．182，
73） （『

．
堺 の 鍵 』 の ブ

．
一 一グ は 醸 「ht −

・わ れ 傭 1 （・ ・t・・ 1ivre） C瀦 ）、（。 。，t，，・li。，e） （榊 」榊 （T，ld．

　　Pauthier，　p ．3 ； ed ．　Benedettt）、　p．3，11．7et 　12） と し、マ ル コ とル ス チ ケ ロ とを指示。イ タ リ ァ の 学者
．、ヴ ァ

　　
L’　1

げ
’べ ．’レト柵 チ

＋tf　v 　
’
；i　 t 　．’L’　，y ソ （．ま掲 瀬 D）） は綿 密 敏 伽 珊 究 と統 言

．1・か ら 「わ れ わ れ の 書一1が

　
i （｛繍 全 体 で ） 32風 1現 れ’る 事 を指 摘 して い る eE ・ ・ n・1・・1。… P・・d。 、b 。 e 　d，〔T 。，t。 。 el　Mili，，n 。

”、　i。
　 S‘顧 伽 伽 ‘・翻 d 厂

・・ゆ π，v 。1・XV （1977）、P．　IU））。そ して lj・ ・e とπ
・
う踊 に ？！三目 し、瀦 局 テ 以 防

　 対 象 と H 的 が 「書 1 と して 常時指示 され る の は作 品全 体で 5〔｝回以上 に の ぼ る ．1 （L
’
oggetto 　test［」aie　chc 　ne 　e

　
i° se °P ° ・i・n ・ 1・dl・・t。　i・ f・tti・。 st・nt ・m ・nte 　 e 　p ・r　pitl　 di　 cilnguanta 　 v・tt・　n・11・ t。t、］ita　 d ，L〕

・
。P ，，a ）

　 （lbid．，　p．10） と し、こ の 語 が 共 同 作 業 を示 す 当 初の 用語 で あ り、こ の 用 語の も とに 〕
．
世 界の 叙述』が 陰論 ま

　 れ た とす る。二 の タ イ ト ル に 関 し て は C．Segre と見 解 を 一に して い る 〔Grundril3　der　romanischen 　Litera一

　 魏 漉 s 蜘 ‘・嬬 ・ … Heid・1b・・g・197。・v ・ 1・VL 　t。me 　2，　p．196）。〔タ イ ト・ レ に 関 し、伝 統的 な r世界 の 像』

　 （加 卿 伽 吻 砌
一”　t！／・

．
酔 書的地 囎 と均 ツ 伝 説の 関 係、cf、｝齲 臥 蹴 樹 勅 ご と く ・一

』 廴lv）、

　 （
．
隅 ＊   ） 仰 剛 ．「， ．．．．．一

と躙 で ．蠏 を二 分 して ・
・る ）．ヴ 。 レ リ ア 吠 暦 ・・

。 チ
・

・ 。 翡 ，・
。 ． は 別

　 稿 で ・1｛　一ロ
ー

家 3 人 の フ ラ ン ス 語 の 能力 が 相 当 な もの で あった事 を も指摘 して い る 、当時の 中近東で の 通商 を

　 も．、，ば ら と して きた彼 等 は フ ラ ン ス 語 の 知識 な し に は 商 売 は 不 町能 で あ った （Lingue　e　stile 　
nor

‘Mili‘〕ne ”

　 in　L　

’
EP　oPea 　detie　ScoPerte，　a　cura 　di　R ．　Zorzi，　Fjrenze，1994，　p．62）。

ア4）　　ド掲、　＊．（茎），P，215．
75） （Ed・Lec・ y・… 590 ；ed・St ・・b・玉、　v 、592） や サ ラ 妙 （Ed．　P ・i・i・ n ・

，t・D 。f。．，。，t、　v．592，
了6） 穢 の 「伽 ご．

．
麟 う 喩 蒹」 は 優撫 抽 として棚 痢

一
（い る が 、．

つ い に は庭 園 旺 と変貌す る こ と語

　
ら に ア

ー
サ
ー

王 伝 説 で 王 者 の 徳 M と して の deduit と 渫 く繋 が ろ ：） （フ ラ ン ス で 刊 行 中 の 拙稿 参照、怖 一
　 lan9

’
es．　Paris，2000 ぽ5刷 中））。

77）　　下
．
季曷＊（ユ）参 貝景。

78）　 ド掲 ＊  参照。
79） 次 ・）L’AE．議 想 起して い る ・K

’
AZAKS の 遊牧民 劼 。 て 指標 ・蹠 と描 も 蝋 禿 全 に 不 在、樋 。油境 の

　突 端 に 一本 の 樹 本が 佇 立 す る 。五 本 の 太い 枝 を延 ば し 「そ の 影は 500人 の 騎馬 兵が 日 射 しを避 け る事 が で き

　 る・1　Cun・ ・ mbre 　p 。・t ・b ・itel』ci・q … t・ cavali ・・s）Ohi・ k・k・dj・ m ・ t・ と呼 Sl
’
れ、詮 西域．で

…
．
最 練 め

　 らk た 対象」 （1’r｝bjet　le　plu．s　ve
’
　nertt 　de　toute　1’Asie　centrale ）で あ ワた （C．　lmbault −Huart ，　Rc．cueil 　de　Docu−

　 ／ijlents　su 厂 1
’
Asie　Centrale，　Paris，　L881，　P．工16）D

　　
x テ ・ プ の

．ttt本 の 1
一
大 木 目 謙 拝の 対 象で 人 々 は そ の 誠 ・・額 突い た （J．　P．　R 。・ x，　L 鰭 嘸 。 。．『『，　P．122 ；

　 d ロ m6me ，∬セ3〃招 ．，．，　P，53）。

本稿瞰 備 の 纈 と して 構 撫 れ ・て い る ・  rワ 躙 醐 麺 ご と く
……』  　 楙 と二 入の 榊 、 、、

『明星 大学研 究 紀要』・膿 大 学 （青概 ・ ン パ ・ ）、卜体 文化 学部 ・．言激 化学科、第 7 ．弓．、．職 n 年 3 月
25　H 、　PP ．206−218（PP，卜 13）。
．L／記 編 の ほ か に 同 初 タ 什 ・・ の 次 ぎ の 稿 が あ ウ、・P・P問接 的 に 木 稿 に 関わ る ．1  r・躙 は樹木 の ご と

く ……
』
一．一

樹 木 の 伝説 ・
罫量杯の 伝説　　玉 『表 現　　El的 と手段

一．一一
』、明星 大 学 吉

．
梅校舎 1」本 文 化 学 部 ・

共 同研 究 諭集 ・
第 2集 、平 成 11年 3 月Tl］、　pp ，144．IT3 お よ び   「樹 下 の 従姉 た ち …1

．
人 間 は 樹 木 の ご と く

… ’
』   L 『万 ン ・ 講 ・ ラ ・ 蚊 学bJua』   様 こ 黻 追悼 rs’）”名 古嵐 学、蝉 舐 199畔 3 月 3工

日・PP ・13¶21・  「『躙 瞳 1木 ・・ ご と く
…・一、S （IV ）一一」牡 轢 既 へ嚥 、　r騰 力 と 皺 f解 ．｝、閥

大学 青梅 校舎 Fl本文 化 学部 ・共同研究論集 ・第 3 集、平成 12年 3 月刊行 〔rl」刷 中 ）。
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